
2026年9月15日

～インパクトと利益の両立～



丸井グループの概要
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小 売 フィンテック

エポスカード

関東を中心に、東海・関西・九州に22店舗

取扱高 3,541億円

年間入店客数 約2億人

カード会員数830万人

取扱高 5兆1,183億円

創 業 ： 1931年 家具の月賦商として創業(創業95年)

事業内容 ： 小売・金融一体の独自のビジネスモデルを展開

マルイ・モディ

丸井グループの概要

（2026年3月期）
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■EPSの実績

117.6円

（円）
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△90

△30

バブル崩壊 貸金業法改正

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ103.2円

EPS

158.4円

（過去最高）

2度の赤字を乗り越え、20年3月期に過去最高の117.6円、26年３月期も過去最高を更新

業績推移
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サステナビリティ経営

ESG

3

企業文化の変革1

2

インパクトへの道のり

2015年

2017年

VISION2050

2021年～

2005年

IMPACT

2019年～
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インパクトの生み出す価値  ＝  ステークホルダー価値  ＝  企業価値

＝

将来世代

お取引先さま株主・投資家

社員地域・社会

お客さま

ステークホルダー価値

丸井グループのインパクトの定義

ステークホルダーが
求めること

私たちの
できること

私たちの
したいこと

私たちが
稼げること

インパクト

＊ Héctor García,  Francesc Miralles 「IKIGAI 」を参考に当社作成
https://www.penguin.co.uk/books/1112754/ikigai/9781786330895.html
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VISION 2050

インパクトと利益の二項対立を乗り越える

VISION 2050
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働く人の
「フロー」を
生み出す社会

を創る

社内外に開かれた共創の場
世界中の優れた人材との共創の場の数 500回以上

共創の場を通じた新たな事業の創出数 20件

創造性を発揮する人・働き方
フローに入りやすい状態にある社員比率 60%

自分の「好き」を仕事に活かせている社員比率 75%

一人ひとりの
「好き」が

駆動する経済
を創る

「好き」を通じて誰かのため、
社会のためへと広がる消費

「好き」を通じて社会とつながる金融サービス利用者数 100万人以上

「好き」を通じて社会とつながる金融サービス数 100件以上

「好き」を応援する
ファイナンシャル・
エンパワーメント

若者・外国人等の金融サービス利用者数 1,000万人

多様な働き方を応援する金融サービス数 10件以上

2031年インパクトKPI

将来世代の
未来を
共に創る

脱炭素社会の実現 自社と社会と個人のCO2削減量 100万t以上

将来世代の「事業創出」
を応援

将来世代の事業創出支援数
（ソーシャル・イントラプレナー）

5,000件以上

テーマ・重点項目 2031年 KPI

3テーマ 6項目 10KPI



2030年 100万t削減に向けた取り組み
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2013年度よりScope1,2, 3の算定を開始

再生可能エネルギー切り替えの道筋

12 11 10 11

55 53 51 49

67
64

61 60

40 41
37

33

2014.3 2015.3 2016.3 2017.3

電力コスト
(億円)

スコープ3(万t)

スコープ1,2(万t)
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2016年度当時、自社の事業による排出の約8割は電力

再生可能エネルギー切り替えの背景

電力 84%

(9.5万t)

ガス 10%

(1.1万t)

その他 6%
(0.5万t)

2017年3月期：11.1万t
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2018年より脱炭素の取り組みを加速

日本の小売業で初 *2018年3月

日本の小売業で初 *2018年11月
日本の小売業で初

2018年にSBTi認定、RE100加盟、TCFD提言への賛同、CDP 気候変動Aリストに認定

*2018年7月
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2018年度にUPDATER様との業務資本提携を締結

UPDATER様との取り組みの背景

「顔の見える電力」という考え方のもと、誰がどのように作ったかという発電者の
ストーリーと地域や自然への配慮を重視する独自の調達方針

ブロックチェーン技術（特許取得済）により、全電力量の提供元を確認、
再エネ供給のアワリーマッチングに対応

再エネ電力の長期安定的な調達体制の構築

RE100が定める追加性のある調達基準を満たしながら、非化石証書だけに依存せず、
再エネ発電所から調達した電気を使える
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2018年より、新宿マルイ 本館で使用する電力をみんな電力の再生可能エネルギーに切り替え

UPDATER様との取り組み

ENECT
RE100プール

ENECTION 2.0

発電所 需要

発電量と需要量を30分ごとにマッチングして
ブロックチェーン台帳に記録



15

自社発電所の取得

自社発電
所

■ 自社保有発電所（今後稼働予定含む）

24.3より自社発電所から供給を開始、今年度は35か所が稼働し発電構成は35%まで拡大

■ 自社発電構成

＊平地かつハザードマップに該当しない土地を選定、
近隣住民に理解を得た上で建設

27.3期

35%

35件自社保有発電所
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34

46
44 42 41

48

14

22
18 18 18

21

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3 27.3

価格抑制

◼ 電気料金の推移（億円）

ウクライナ
危機前

ウクライナ
危機後

＋12 ＋7

イラン
危機前

イラン
危機後

＋3

自社発電構成が高まったことで、中東情勢悪化による電気料金上昇影響も抑制

丸井グループ負担額
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1%

23%

52%
65% 68% 70% 72%

81%

97% 100%

0%

50%

100%

19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3 25.3 26.3 27.3 28.3 31.3

当初目標の31.3から3年前倒しの28.3に再エネ率100%を達成する見通し

RE100への進捗状況

RE100達成

RE100加盟

自社発電所
供給開始

再エネ率
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余剰電力

1200

900

600

31.3

30.3

29.3

28.3

28.3に再エネ率100％達成後、余剰電力が発生する見込み

余剰電力自社利用

・再エネ率100%達成後の電力状況

単位:kWh

お客様へ販売

テナント様に販売

約3,000万kWh

他社の再エネから
切り替え
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お客様との脱炭素社会の実現に向けた取り組みによりインパクトと利益を両立

社会と個人のCO2排出の削減①

・日本初の廃棄プラスチックカード
これまでのカードよりCO2が1枚当たり9.8g-CO2削減

・カードのご入会で、応援金1,000円が発電所に寄付される

P

応援金

・エポスポイントが2倍貯まり、ポイントで割引できる

・全国の発電所から自分の好きな生産者を指定し、
月100円の応援金を発電所にお届けできる

・エポスカード会員向けに100%再生可能エネルギーの
家庭用電力プランを提供

応援金

全国の再エネ発電所の方々に頑張ってほしい

お客様の声
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社会と個人のCO2排出の削減②

デジタル債の仕組みを用いた応援投資を実施し再エネ発電所を取得

エポスカード会員さま

■応援投資の仕組み

デジタル債購入 みんな電力利用者さまへ
電力供給

発電所取得

電力供給

■実績

購入者数 発行金額

220名 1.5億円

購入者数 発行金額

210名 1.6億円

・第4回

・第5回

*応募20億円

倍率13倍

*応募10.5億円

  倍率7倍
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31年3月期 CO2削減量の見通し

△44

△11

△33

△52

△96

①自社削減量 ※17年3月期差 － △30 △31 △32 △34 △36 △37 △38

スコープ1,2 電気・ガス － △7 △8 △8 △9 △9 △9 △10

スコープ3 サプライチェーン － △23 △23 △24 △25 △27 △28 △28

②社会排出削減量（スコープ4 ） 0 0 △1 △2 △3 △5 △13 △18

③社会排出削減量（①＋②＝ スコープ

1,2,3,4 ）
※17年比差

－ △30 △32 △34 △37 △41 △50 △56

17.3 
実績

21.3 
実績

22.3 
実績

23.3
実績

24.3 
実績

25.3
実績

26.3 
実績

27.3
見通し

自社排出量（スコープ1,2,3） 61 31 30 29 27 24 24 23

スコープ1,2 12 5 4 4 3 3 3 2

スコープ3 49 26 26 25 24 21 21 21

排出

削減

(万t)
31.3
見通し

21

1

16

31年3月期は△96万t（自社排出△44万t、社会排出△52万t）の見通し
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今後の社会排出削減の方向性

脱炭素に取り組む共創先と社会の排出を削減する取り組みを推進

CO2CO2

など共創企業



ＥＮＤ
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